
市町村アカデミーでの想い出

令和５年５月15日から19日の５日間、専門実務課程
「空き家対策の推進」を受講させていただきました。
今回の研修では、全国の自治体共通の課題である「空
き家」をテーマに、専門的な知見を持つ大学教授や国土
交通省、弁護士の方々が講師となり講義が行われました。
いずれの講義も、空き家対策の実務に初めて携わる私に
とって非常に有意義なものでした。特に、国の制度や法
令に関する知識を幅広く習得することができ、本町の空
き家対策へのヒントを数多く学ぶことができました。
また、課題演習では、全国の自治体が持つ
課題について意見交換することができ、多く
の刺激を受けるとともに、同じ悩みを持つ仲
間ができたことを心強くも感じました。課題
演習班の皆さまとは、研修時間以外でもたく
さん語らうことができ、他の研修ではなかな
か体験することができない貴重な機会となり
ました。
５日間という短い期間ではありましたが、
全国の同志から受けた刺激は職場で業務に取

り組むにあたってのモチベーションになりました。代表
幹事に指名されながら、感染症対策の観点からクラス全
体の交流の機会を設けられなかったことは心残りですが、
全国各地に同じ時間を過ごした仲間がいること自体が、
かけがえのない財産だと思っています。
最後に、同期の皆さまや研修所の皆さま、快く研修に

送り出してくださった職場の皆さま、本研修に携わって
いただいた全ての方々に感謝いたします。ありがとうご
ざいました。
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